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人権啓発シリーズ
～子どもの人権～
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一人の人間として尊重

　子どもも大人と同じように人権を持
つ一人の人間です。頭ごなしに否定し
たり、大人のルールを押し付けるので
はなく、子どもの意見や希望、子ども
自身の考えを尊重しましょう。

いじめは絶対許さない

　いじめは、人間の尊厳、人権侵害
に関わる重大な問題で、絶対に許さ
れない行為です。子どもは社会の財
産です。いじめにより辛く苦しい思い
をしている子どもを救うために、学校・

教職員だけではなく、保護者・町民
一人ひとりが真剣にこの問題と向き合
い、社会で対応することが必要です。

見逃さないで “ＳＯＳ”

　虐待は、家庭で行われることが多
く発見することは困難です。周りに虐
待を受けたと思われる子どもがいた
ら、迷わずに町の窓口や児童相談所
に相談してください。その勇気が子ど
もを救うきっかけとなるかも知れませ
ん。よその子だからと無関心にならず、
地域で子どもたちの健やかな成長を
見守っていきましょう。

家庭で

社会で

地域で
『ホタル』

持留地区にある『ホタルの里』へ撮影に行っ
てきました。午後６時30分頃、スタンバイを
終え「あとは出てくるのを待つだけ・・・」そ
う思っていたものの、１時間ほど待機しやっと
１枚。その後も追いかけましたが、中々難しかっ
たです。「来年はもっと早い時期に撮影しよう。」
と反省しました。　　（平成29年６月５日撮影）
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